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複雑性尿路感染症に対する6059-Sの 使用経験

原 種利 ・桜木 勉 ・斉藤,泰 ・近藤 厚

長崎大学医学部泌尿器科学教室

(主任:近 藤 厚 教授)

昭和54年3月 か ら昭和54年8月 までに長崎大学泌尿器科 に入院した患者の うち複雑性尿路感

染症を伴 った患者14例 に対 して6059-Sを 投与した。

投与方法 は1回0.59を1日2回,5日 間13例 に点滴静注,他 の1例 には筋注で投与 した。

臨床成績は14例 中著効4例,有 効7例,無 効3例 で有効率は786%で あった。細菌学的効果

は尿 中分離菌22株 中6959-S投 与後19株 に菌 消失を認めた。

副作用は自覚 的には認めず,一 般検血,肝 機能,腎 機能検査で も異常を認めなかった。

緒 言

最 近Cephalo6porin系 抗生 物 質 が,各 社 で 開発 さ れ て い るな

か で,こ の た び,従 来 のCephalosporin系 抗生 物 質 に抵 抗性 の

グ ラム陰 性 菌 に抗 菌 力 が 強 く,特 にS.marcesoens,P.aeru-

ginosaに 著 しい抗 菌 力 を 持 つ と いわ れ て い る6059-Sが,塩

野 義製 薬 研究 所 で開 発 され た1)。 本 剤 の化 学 名 は,(6R,7R)

-7-〔2-carboxy-2-(4-hydroxypheny1)acetamido〕-7-

methoxy-3-〔(1-methy1-1H-tetrazo1-5-y1-thio)methy1〕

-8-oxo-5-oxa-1-az3bicyclo〔4 .2.0.〕oct-2-ene-2-

carboxylic acid disodium saltで あ りFig.1に 示 す よ うな化

Fig.1 Chemical structure of 6059-S

学構造式を有している。

今回,我 々は6059-Sを 複雑性尿路感染症の治療に使用し.

その臨床効果を検討 したのでその成績 について報告する。

対 象

昭和54年3月 か ら昭和54年8月 までの間に長崎

Table 1 Clinical case

Dose:0.5g×2/day,5days(Dripinfusion)

(Case6;0.5g×2/day,5 daysI.M.)
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大学泌尿器科に入院 した患者璽 ラ.ち痺雑性尿路感染痺 を

有するものを対象 とした。

その珠患別の内訳はTable 1に 示す ように慢性腎孟

腎炎6例,慢 性膀胱炎8例 の計14例 であ り,そ の基

礎疾患越前立腺肥大症7例,膀 胱腫瘍1例,膀 胱腫瘍

とVUR、の合併2例,尿 管狭窄2例,尿 管皮膚痩1

例および腎痩1例 とな っている。なお,14例 中8例

(症例2,3,4,6,9,10,11,14)は カテ ー テル 留 醒

中であった。ま た,UTI群 別 に 分 類 して み る と,1群

3例,2群2例,3群1例,4群1例,5群5例,6

群2例 であ り,単 独感 染7例,混 合 感染7例 で あ

った。

投与 方 法お よ ぴ 投与 期 間

6059-Sの 投与方 法 は,14例 中13例 は1回0.5g

を1口 ②甲.5日 間点滴静注 し,他 の1例 は筋 注し

た。総投与量は5.0gで あった。 なお,6059-S投 与期

間中は,他 の抗生物質は使用しなかった。

効果判定基準

臨床効果判定基隼は,UTI薬 効評価基隼(錦 二版)2)

に従 って行なった。

臨 床 成 績

本剤の臨床成績 は,Table 2,3,4,5,6,に 示すと

お りである。

各群別臨床効果は,1群,2群,3群,4群 はすべて

有効以上の成績であ り,5群,6群 ではそれぞれ60.0%

と50.0%の 有効率であった。単独感染群(有 効率100

%)が,混 合感染群(有 効率57,1%)よ り優れた効果

Table 2 Therapeutic result of 6059-S
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Table 3 Overall clinical efficacy of 6059-S classified by type of infection

Table 4 Bacteriological response to 6059-S in complicated U.T.I.

* Persisted:Included suppressed strains

Table 5 Overall clinical efficacy of 6059-S in complicated U.T.I.
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を示した(Table3)。

細菌学的効果 は,本 剤 投 与 前 嶋み られ たE.coli1株,

P.rettgeri 1株,P.vulgaris 2株,S.cpidermidis 1

株はいずれ も消 失 し,S.mareescens 13株 中12株 が 消

失し,Enterococcus 4株 中2株 消 失し た。

以上のように投 与 前の 尿 中分 離 菌22株 中19株 が投

与後消失 して お り,除 菌率 は86.4%と 好 成 績 で あっ た

(Table4)。

膿尿効果 について は,14例 中 正 常 化4例,改 善7

例,不 変3例 であ り,ま た細 菌 尿 効 果 につ い て は,陰

性化9例,減 少1例,菌 交代2例,不 変2例 で あ り,

総合臨床効果 は,14例 中 著効4例,有 効7例,無 効

3例 で,総 合有効 率 は78.6%と 優 れた 成績 を得 た(Ta-

ble5)。

副 作 用

自覚的副 作用お よび発 熱,発 疹 な どを 認め た 症例 は な

かった。14例 全例 に6059-S投 与 前 後の 一般 検 血

(RBC,WBC),肝 機 能(GOT,GPT),腎 機 能(BUN,

Creatinine)を 検 査 した。 その 結果 は全 例 に おい て,特

に異常な変 動を認 め なか った(Table6)。

考 按

今回,6059-Sを 複 雑性 尿 路 感 染症 に 使 用 す る機 会 を

得 たが,そ の臨 床 成績 は複 雑性 尿 路感 染 症 を対 象 と した

ものと して は 非常 に 満足 す べ き もの で あ った。

14例 中13例 にS.mareescensが み られ た よ うに我

々の 教室 で は最 近 長 期 カテ ー テ ル留 置例 や前 立腺 手 術 々

後 な どにS.marcescensに よ る難 治性 尿 路感 染 症 が 増加

して い る。 こ れ らに 対 して,こ れ ま で種 々の薬 剤 を使 用

したが 認 め るべ き効 果は,み られ なか った。 しか し,我

々のAl回 の臨 床 成績 を み ると,6059-S投 与前に 分離 さ

れ たS.mancescens13株 は,投 与後 に は12株 に 菌 消

失 を認 め て お り.S.marcescensの 消 失率 は92.3%と

非 常に 高 い除 菌 効果 を得 た こ とは 驚異 で あ った。 ま た,

他 のグ ラム陰 性 菌(Proteus, E.coli)に 対して も優れ た

効 果を 認 め てい る。

さ らに投 与 量 に つい て も1日量1.0gと い う少 量 投

与 て も以 上の よ うな成 績 を示 した こ とは,本 剤 の グ ラム

陰性 桿菌 お よ び他剤 耐 性 菌 に よ る尿路 感 染症 に対 す る臨

床 効 果は,大 い に 期待 で き る もの と考 え る。
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Table 6 Laboratory findings
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CLINICAL TRIAL WITH 6059-S IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTIONS

TANETOSHI HARA,TSUTOMU SAKURAGI,YUTAKA SAITO

and ATSUSHI KONDO

Department of Urology,Nagasaki University School of Medicine

(Director:Prof.A.KoNDo)

Fourteen patients with complicated urinary tract infections were treated with 6059-S.

6059-S was administered 1.0 g daily by intramuscular injection or intravenous drip infusion for 5 days.

In 11 of 14 patients(78.6%)excellent and good clinical effects were obtained.No side effects were

found in any of the patients.


